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西脇市Facebookでも情報発信中！
紙面に載せきれないまちの話題がど
んどん届きます。

まちの話題まちの話題

世界の恒久平和願い
　平和展「戦争を知らないあなた
たちへ」で、東京空襲の様子を記
した絵画約70点を展示。絵画は東
京空襲の体験者が記憶を基に描い
た体験画で、恒久平和を願い平和
の尊さを伝えました。〔８月５日
～10日、13日～15日／みらいえ〕

郷土の歴史学ぶ企画展
　企画展「黒田庄地区の発掘調査
展」で黒田庄地区の遺跡を紹介。
これまでの発掘調査で21の遺跡か
ら出土した遺物計215点を写真と
ともに展示しており、郷土の歴史
を学ぶことができます。入館無料。
〔９月30日まで／ドウジアム〕

みらいえで暑い夏涼しく
　「こどもプラザ夏まつり」に縁
日が登場。子どもたちがボールす
くいや的当てなどを楽しんだほか、
４年ぶりに復活した一日限りのお
化け屋敷では、入るやいなや悲鳴
を上げながら暗闇を進んでいまし
た。〔８月11日／みらいえ〕

関西万博で北播磨の地域活性化を
2025年大阪・関西万博を契機にした地域活性化
と持続可能なまちづくりを推進しようと、西脇市
と多可町は「西脇・多可万博交流活性化推進協議
会」を設立。両市町の商工業や交通事業者、自治
会の代表者ら16人で構成され、第１回は万博の関
連イベントなどについて意見交換をしました。今
後は協議会と連携し、推進ワーキングチームの15
人が関連イベントの提案や具体化に向けて検討を
重ねます。〔８月３日／市役所〕

西脇舞台のコメディ映画制作へ
　西脇市出身の脚本家・池田政之さんが、本市を
舞台にしたコメディ映画（タイトル未定）を制作
しています。12年前に描き上げた脚本が原作で、
文学賞の公開最終審査会場で繰り広げられる人間
模様をコミカルに描いたフィクション作品。８月
19日～20日の市民交流施設での撮影では、申し込
みのあった市民エキストラ約150人も出演し、審
査会場の観客を演じました。映画は来年公開予定。
〔８月14日～22日／市民交流施設ほか〕

写真で楽しむ加古川線に
―中井精也さん講演

　鉄道写真家・中井精也さんによる
講演会「鉄道写真を楽しむ方法」に、
県内外から約200人が参加。中井さ
んは日本各地で撮影した鉄道写真を
見せながら、ユーモアを交えて撮影
のコツや構図などを紹介しました。
　講演会は、ＪＲ加古川線（西脇市
駅～谷川駅間）の利用促進を図る西
脇市と丹波市でつくる「ＪＲ加古川
線維持・利用促進検討連絡会議」が
主催。同区間を対象にしたフォトコ
ンテストに合わせて企画しました。
　中井さんは講演で「せいやくん構
図」と名付けた画角を紹介し、主題
や副題となる対象物をバランス良く
配置することを解説。「カメラを持
たないと見えない景色がある。里山
が広がりいい風景がある西脇市駅～
谷川駅間で撮影を楽しんでほしい」
と締めました。〔８月６日／みらい
え〕

あきひめ

富良野市とへその絆深める
　「北海道のへそ」富良野市と友好都市親善協定
を結んで今年で45周年を迎えることを記念し、富
良野市を訪れる市民ツアーを開催。一行は北猛俊
市長や渋谷正文市議会議長らの表敬訪問に出席し、
45年間の歴史を振り返りながら絆を深めました。
また、北海へそ祭りなど、夏の富良野を満喫しま
した。〔７月28日～30日／北海道富良野市ほか〕

盆踊りにぎわう―黒田庄夏まつり
　黒田庄まちづくり協議会がつくる実行委員会主
催の「第44回にしわき市・黒田庄夏まつり」に、
市内外から約2500人が来場。歌とおはやしが響く
中、浴衣姿の踊り手が盆踊りを楽しみました。ま
た、恒例の抽選会や露店の出店があったほか、約
300発の花火が打ち上げられ、祭りのフィナーレ
を飾りました。〔８月16日／黒田庄グラウンド〕
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